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事業概要    

事業名 幼児に対する防災体験プログラムの普及と保育者・支援者向け防災講演会 

グループ名 こどもの防災を考える「ちゃやっこ・こっこプロジェクト」 

代表団体 名称 一般社団法人チカク 

 担当者 赤木 美子 

 E-mail ekinotikaku@gmail.com 

 

目的と概要 

① 目 的   

� 親子、および保育関係者、子育て支援者に対して、防災講演会やワークショップおよび防

災体験プログラムの普及を⾏い、地域の防災意識向上を図るとともに⼦ども向け防災プロ

グラムの担い手を育てること。 

 

② 実施概要 

� 具体的な災害イメージの湧く防災講演会、防災ワークショップを通じて、保護者、支援者

に対しての防災意識を⾼めるレクチャーを⾏う。災害時、避難所における⼥性の役割の重

要性に鑑み、このプロジェクトでは、専門的知⾒を有する防災のスペシャリストとして、

⼩学⽣以下のこどもを持つ⼆⼈の⼥性を想定している。 

 

Ａ＝危機管理教育研究所代表、危機管理アドバイザー国崎 信江(くにざき のぶえ)氏

による保育園・幼稚園向けの講演 

Ｂ＝香川大学 危機管理研究センター、特命准教授 磯打 千雅子氏による地区防災計

画の概要と役割、ワークショップ。 

 

� 親⼦、および保育関係者、⼦育て⽀援者に対して、防災体験プログラムの普及を⾏い、地

域の防災意識向上を図ること。具体的には、現在、⼀般社団法⼈チカクが子ども防災ネッ

トワークおかやまの一員として 2011年 11 月から 5歳児向けに⾏っている「防災体験プ

ログラム」を、総社市の NPO 法人きよね夢てらすの子育て支援のグループ(子育て応援こ

っこ)に伝え、倉敷－総社圏域での防災体験プログラムのニーズに応えるものとする。 

 

C＝これまでの活動紹介と、一般社団法人チカクの防災士資格を持つスタッフによる

デモンストレーション、保育園などでのプログラム実施への⾒学、実施 

D＝地域ならではの課題の洗い出しと、それぞれの活動への還元。総社と倉敷でそれ

ぞれ地域子育て拠点（ちゃやっこひろば・チカク、子育て応援こっこ）を運営してい

る⼆つの団体として交流を深め、地域の⼦育て中の親⼦のさまざまな課題について、

⾏政区を超えて協⼒できる体制を築く。 
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事業実施記録    

実施内容 実施日時 実施場所 従事者の人数 
受益対象者の

範囲及び人数 

申請前 打合せ 5/12 きよね夢てらす 赤木、福光 ― 

申請前 ⾏政ヒアリング 6/8 市⺠活動ｾﾝﾀｰ 赤木＋市町担当者 ― 

打合せ 7/6 18-1930 チカク(茶屋町) 赤木、磯打 ― 

●⾒学 

防災体験プログラム  

取材｜どんぶらっこ 

8/4 930-12 遍照保育園 チカク｜３ 

こっこ｜４ 

 

年⻑ 25 名、 

保育士 3 名 

 

●関連プログラムへの参加 

社会課題の解決を考えるワークシ

ョップ（地域の防災について） 

8/4 13-1630 倉敷市役所 こっこ｜３ 

チカク｜２ 

 

― 

●全体ミーティング 

今年度の実施内容について 

10/26 

10-11 

くらし き健 康

福祉プラザ 

こっこ｜３ 

チカク｜６ 

音響｜１ 

― 

●講演会① 

こどもに伝える防災教育 

講師 危機管理教育研究所代表 

国崎信江さん 

取材｜山陽新聞 

10/26 

11-17 

くらし き健 康

福祉プラザ 

国崎信江 

こっこ｜３ 

チカク｜６ 

音響｜１ 

一般 33 人 

●全体ミーティング 

防災体験プログラム事前準備 

2/9 

930-1130 

きよね夢てらす こっこ｜３ 

チカク｜４ 

― 

●防災体験プログラム 

幼児向け防災教育と地区防災計画 

 

講師 三村芳恵（チカク）ほか 

3/6 10-12 きよね夢てらす こっこ｜３ 

チカク｜４ 

親子 8 組 

一般 9 人 

●講演会②＋ワークショップ 

幼児向け防災教育と地区防災計画 

講師 ⾹川⼤学四国危機管理教

育・研究・地域連携推進機構 地

域強靭化研究センター 特命准教

授 磯打千雅子さん 

取材｜FM おかやま 

3/6 13-17 きよね夢てらす 磯打千雅子 

こっこ｜３ 

チカク｜５ 

一般｜19 人 

こっこ｜３人 

チカク｜５人 

●防災体験プログラム 

きよね放課後児童クラブ・ランド

セル 

3/28 

930-12 

清⾳公⺠館別館 こっこ｜３ 

チカク｜３ 

6~9 歳 38 名、 

職員 5 名 

●防災体験プログラム 

牛窓ルンビニ保育園 

3/30 

830-1230 

瀬⼾内市⽜窓町

牛窓 4959-5 

 

こっこ｜２ 

チカク｜２ 

年⻑ 16 年中

27年少 17 名 

＋職員 12 名 
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幼児向け防災教育と地区防災計画 
2017年3月6日(⾦)10:00〜15:30 ＠ きよね夢テラス 

 

防災体験プログラム 11:00~12:00  

実 施 概 要     

高梁川流域の七市三町からの助成で⾏うこの事

業の大きな目的は、一般社団法人チカク(倉敷)が

⾏う幼児向け防災体験プログラムを、NPO 法人き

よね夢てらす・こっこ(総社)に伝え、その後、実

施にかかわっていただくというものである。 

この体験プログラムは、2011 年に全労済と県

内の NPO が⽴ち上げた「子ども防災ネットワー

クおかやま」の中⼼プログラムであり、危機管理

アドバイザーの国崎信江さんの監修を受けて一般

社団法人チカクが中心になって担っているもので、これまでに 2000 人以上のこどもたちが体験し

ている。通常は、年⻑さん（５歳児）向けのプログラムだが、本日は⼩さなお⼦さんとお⺟さんが

一緒に体験するので、大人向けの説明も少し加えながら進めていくこととした。 

災害が来たらこうしましょう、という話ではなく、いつもと違う状況になった時に、自分で考え、

自ら動くことのできる、そんなお子さんを育てるために参考にしていただきたい。全体の進⾏をチ

カク・三村が、それぞれのプログラムを総社「こっこ」と倉敷「チカク」協⼒して⾏う。 

 

地震のこともっと知ろう〜地震発⽣！揺れたらダンゴムシ   30 分 

� 絵本の読み聞かせ、みんなで団子虫のポーズを練習 ⇒ 絵本と手遊びを使って、地震が

起きたら、⾃分の⾝体を危険から守る⾏動をとることを意識づける。 

� 体の中で一番に守らなければならないところは頭であることを伝える。 

� ｢ダンゴムシ｣をイメージさせて体得させたほうがよい。｢ダンゴムシのポーズ｣では、衝撃

を和らげるために頭と手の間を開けさせる。 

 

きよね夢テラス 
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ケガをしないように避難しよう（たまごの殻踏み体験）   15 分  

� 地震がおさまったあとの⾏動。先生はたまごの殻を床に散らす。園児にその上を歩かせて

みる ⇒ はだしで⾏動することの多い園児には割れて⾶散するものが危険であること

を気づかせる。他にも危険なものがないかを園児に聞いてみる。 

� 卵の殻を踏んでケガをした事例はないが、⼦どもたちの不安を取り除く⼿本として、歩い

てみせることを心がける。怖がる⼦ども、嫌がる⼦どもには無理強いしない。 

� 殻が散乱している状況を⾒せ、踏ませることにより、避難する時は前だけでなく⾜元にも

注意することを体得できるようにする。卵の殻だとケガはしないが、ガラスだったらどう

なるのか、子どもたちと一緒に考えるようにする。 

 

 

誰かが助けを呼んでいるよ！（ジャッキを使った救助体験）  15 分 

 

� 周りをよく⾒て友達はいるかな？みんな無事かな？調べてみよう。（⾃分が安全だったら

友達の安全も確認する） ⇒ ガレキに埋まっているくまを⾒せる。どうしたら助けられ

るか。考えさせた後にジャッキで救出する⽅法を⾒せる。 

� ジャッキの使い方を間違えるとケガをすることもあるので、あそびでやってはいけないこ
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とや指導者のもとで体験することを伝える。実際の災害時に子どもが救助をおこなうこと

はないが、「ジャッキ」という道具の名前とその働きを伝え、身近なもので人を助けるこ

とができることや、「人を助ける」というやさしい気持ちを育むことを意識する。 

� 子ども自身が挟まれたときを想定し、必ず助けが来るから安心して、希望を捨てずに待つ

ことを伝える。挟まれたことを大人に早く伝える方法として、近くにあるものをたたく、

ほこりが静まってから大きな声をだす、笛があったら吹いて知らせるなどを伝える。 

ケガをした時に役に⽴つもの作ろう！（包帯づくり）  今回は説明のみ。 

� ⽌⾎に使う包帯を作ろう！⾃分の作ったものが⼈の役に⽴つ喜びを知る。（誰かのために

何かするという優しい気持ち、災害時には⼩さくても役に⽴てるという意識を育む。） 

 

 

休憩・午後の受付 12:00〜13:00 
� ＤＶＤ「遍照保育園、防災体験プログラム」 など視聴 

 

 

 

 

地区防災計画について 13:00〜15:30 

実 施 概 要    

講師は、⾹川⼤学四国危機管理教育･研究･地域連

携推進機構 地域強靭化研究センター 特命准教授 

磯打千雅子さん。工学博士、専門は地域防災、事業

継続計画（BCP）、地域継続計画（DCP）など、主に

災害時の組織間連携について研究。内閣府地区防災

計画有識者懇談会委員、地区防災計画学会理事。倉

敷市防災士の会の会員。ご自身も小さなお子さんが

いらっしゃるワーキングマザーでもある。 

災害時に地域の人や組織が有機的に結びつくため

に、⾏政が計画した防災計画ではなく、その地域に

住む人たちが実際にかかわって作る防災計画が「地

区防災計画」。「地区防災計画」を作る過程は、地域に暮らす人だからわかる災害に対する具体的な

イメージを計画に落とし込む作業になる。 

午後のセミナーでは、磯打先生から「地区防災計画」の成り⽴ちと特性をお聞きし、ワークショ

ップで深め、その後発表、質疑応答となる。今回の参加申込者は防災関係者だけでなく、子育て支

援にかかわるメンバーも多い。地域の人がかかわっていく過程で、地域の弱いところ強いところが

⾒えてくる。災害時に弱者となりやすい、⼥性・⼦供・⾼齢者の視点で、地区の防災について考え

る機会にしたい。 
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磯打先生 講話   13:05〜14:05 

『どのような未来を子ども達に手渡したいか』 

� 未来を手渡すための手段として、地区防災計画がある。その計画の概要、効果についての

お話。最近、鳥取地震や熊本地震など災害が多発している。私達は、同じような悲しみを

次の世代まで体験させたくない。例えば、防災センターでの体験や学習施設、⽯碑(これよ

り下に家を建てない)などの形で教訓を残せるが、もっと社会に仕組みとしてこの教訓を残

していきたいというところが、今回の地区防災計画の大きな主旨である。 

『地区防災計画』 

� 地区防災計画は、「計画を作りたい」、もしくは「みんなで協⼒して、災害の時にこういう

ふうに助け合おうというのを考えたい」、そう思う方が自主的に集まって考え、計画づく

りをしていくこと。 

� この計画を作る時には、学校、保育園、幼稚園、地域のコミュニティなど地域活動の担い

手、企業など、同じ地域を共有して一緒に住んでいる人達が連携し、「災害時の避難のル

ールづくりをしよう」、「どうやったら災害による被害を小さくできるか」、「まちづくり自

体を⾒直そう」、また「避難所運営のルールをどうしたらみんなが嫌な思いをせずに過ご

していけるかというのを考えよう」ということなどを話し合いこの計画を作る。 

『⾏政はあくまでもサポーター』 

� 我々が「こういう計画が必要なんじゃないか」、「災害のときルールとしてこういったもの

が重要なんじゃないか」という事をみんなで決めて、それを総社市、倉敷市に提案する事

によってこの仕組みが成り⽴つ。市は提案されたら無視できないので、地域の⽅からあが

った内容について、市も考えるきっかけになるのでお互いにとってメリットが高い。 

『地区防災計画書作成の注意点』 

① 「専門的な知識」 

� 命を守るために具体的にどうしたらいいかというのは、専門的知識が必要。計画づくりの

サポーターとして防災⼠や⼤学教授、また地域で活躍する専門的知識を持っている方が携

わることによって地区防災計画を作っていく。 

② 「急がない」 

� 共同作業をする時に困るのが、色んな人が関われば関わるほど、都合が合わなくなってく

るので時間がかかること。ただ、ここのポイントは「急がない」、ゆっくりでいいのでみ

んなでやっていくことを心掛けて取り組む事が、この連携作業の大きなポイントになる。 

③ 「地区防災計画の文章化しないといけない内容」 

� 普段目に⾒えない所のルールとかノウハウを、地図や⽂章で形にして、連携する⽅々、み

んなで、チームで共有するもの。 
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『地区防災計画書のメリット』 

� 防災対策は市町村単位で⾏っているが、この制度は、地域の⼈が他の市と⼀緒にやりたい

という意志があれば、それを認めてもらえる。 

� 市が、「地区防災計画書が地域全体を⾒てもおかしくないルールだ」と思えば、市で作っ

ている地域防災計画書に載せてくれる。自分達が決めたことを市がちゃんと記録として残

してくれれば、次の世代まで必ずつないでくれるので、そういったバックアップをしてく

れる人が亡くなっても、その意志だけは受け継がれていくという大きなメリットがある。 

『各地域の防災対策の例』 

① 「津波てんでんこ」 

� 津波の恐れがある時、率先避難が原則。地震後 15 分以内までは助け合いの時間。お互い

助け合って何とか避難する。でも 15 分過ぎたら、自分の命を優先しててんでんこする。

要援助者の方も 15 分の間に玄関に出ておけば地域の方に助けてもらえるルールづくり。 

② 「県境を越えた避難計画」 

� 吉崎集落は⽯川県と福井県にまたがっている。東⽇本⼤震災の後、津波の被害想定が⾒直

された際、石川県側と福井県側にくる津波の被害想定の数値が 2mと 8mだった。防災対

策では、「⽯川県の⼈が福井県に避難します」という計画を、⽯川県の⾏政の⽅は作れな

い。地区防災計画の制度を使えば、住んでいる⽅が「私は災害が起きたらこっち側に⾏く」

ということを決められる。地域の取り組みを地区防災計画の制度を使ってやった事例。 

③ 「企業との連携」 

� 徳島県鳴門市にある大塚製薬工場。南海トラフ地震が起きると、50 分程で津波がきて 2

〜3m 浸水する地域。できる限りの防潮堤や堤防を作ったり、液状化対策をしたり、自社

の敷地の災害に対する強さを高めて、且つ、地域の方も大塚製薬工場の屋上に避難させて

あげる。ここの工業団地の他の会社でも大塚製薬工場の屋上に避難可能。ここの地域で一

番安全な場所になっている。 

『地区防災計画のポイント』 

� 取り組みの結果として得られる規範やルールだとか資源に重きを置くのではなく、取り組

む過程と維持継続が大事。みんなで一緒に取り組むという時間を共有することと、出てき

た結果をどう維持していくかに⼒を置くのが⼀番のポイント。 

『⾏政職、防災⼠の⽅にサポーターとして配慮いただきたいポイント』 

� 情報の提供。どういう災害がその地域で起こるのか、それが私達の生活にどういう影響を

及ぼすのかという情報のサポートや、場の提供。自分の住んでいる建物が分かるくらいの

大きさの地図の提供。 

� 地域の⽅が「これをやろう」と⼿をあげるのは勇気がいる事なので、⾏政が地域のみんな

で防災を考える場を提供したり、お⺟さん達に今⽇のような防災体験をしていただき、そ

こで声を聞いてみるとか、そういう場のきっかけ作りがとても⼤切。 



   

 平成 28年度 ⾼梁川流域地域づくり連携推進事業 報告書  9 | 一般社団法人チカク 

『地域の共助』 

① 炊き出しなどの役割分担 

� 釜も⼤きいし、⼥性だけではとてもできないので、地域の料理屋さん、料理が得意なシニ

アの男性など、地域で得意なことを得意な人にやっていただくのが、自主防災組織の基本。

活動のポイントは地域内の専門家や経験者など、お互いの人生の発掘が大事。 

② ⼥性 

� 地域の子どもやお年寄りのお世話をしているのは、多くが⼥性。この制度で防災の事を考

えた時、⼥性にこの取り組みにどう参加してもらうかがとても⼤切。 

③ 防災リーダー 

� リーダー的な存在になるのは男性の方が多い。地域のリーダーになっている男性、町内会

⻑は災害が起きた時、精神的にも⾁体的にも⼤変で、過労死寸前の状況になるということ

はいろんな災害である事実。そうならないように、いろんな⽅と協⼒して、やり⽅を⾝に

着けておくことが、男性⾃⾝の⾝を守る術としてとても⼤切。 

� いろんな⽅と取り組む、そういうことにこの制度を使ってほしい。キーワードは多様性と

継続性。絶対に一人で抱え込まないで、声を掛け合ってこの計画を取り組んでいこうとい

うのが計画の主旨。 

④ 社会的弱者 

� 災害による被害は個別不平等。社会の仕組みがうまくいかなくなった時、社会的弱者であ

ったり、常にギリギリの⽣活をしている⼈がよりいっそう孤⽴してしまう。普段、私達が

暮らしている中で、そういう方が地域にいる事に対して、家庭とか、地域の人だとか、人

と人との関係性だとか、つながりを大事にしないといけない。そういった、共感を育むよ

うな人づくりが必要。 

� 今日ここに来たみなさんは、今は元気で大丈夫だが、「南海トラフ地震が起きる可能性は

今後 30 年で 70%」と言われる中で、20 年後災害が来た時に、もしかしたら元気じゃな

いかもしれない。災害がきた時に、⼥性がちゃんと⾝近な家族をケアできるような仕組み

ができていなければ、⾃分が今度、災害が起きた時の被害を受けることになる。 

⑤ 『学校関係、子育て支援に関わっている方に向けて』 

� ⼦供を安⼼して預ける場所がないと災害の時、お⽗さん、お⺟さん達が働きに⾏けない。

そうすると、地域、社会の復興がどんどん遅れていく。親が⼦どもを預ける場所がなけれ

ば、復興事業に関わることが出来ないので、会社に⾏けない、⾏政に携われないとなると、

社会の復興が全く進まない状態になる。 

� みなさんのお仕事は早期復興を進める上で、とても⼤切なので、いち早く保育園、幼稚園、

⼦育て⽀援の場所を開くことが、地域の復旧、復興に早く着⼿できることになる。 

� ぜひ防災の取り組みに、今後少しずつでも繋げていただけるとありがたい。 
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グループワーク   14:15〜15:00 

 

� 全 5 班。(1 班に 5~6 人) 

� 用意するもの…A3用紙、マジック、シール。 

� お題は 3つ。 

 

『子ども達にどのような地域、もしくは未来を手渡したいですか』 

� どういう事を計画にするか考えるきっかけづくり。各グループ、それぞれの⽅の⽴場が違

うので、お互いがどういう事を考えているのかを話し合う。自身の職業や地域での役割な

どを中⼼に考えて、理想的な形で⼦ども達に未来を残せていけたらいいなという事を書き

留める。 

『(そのために)災害について不安に思うこと』 

� 災害が起きた時の事を考え、「こういうのが不安だなあ」と思うことについて話し合う。 

� これはまとめにつなげたいので、みなさんの共通認識のあるような内容で意⾒を出しあう。 

『その不安は⾃分、もしくは⾃分の仲間だけで解決できるか』 

� 最後のまとめ。解決できない不安が何なのか。みなさんの共通の⼤きな不安を 3 つ出し、

知恵を出し合って解決策を考える。A3 用紙を縦に使って、マジックで 1 項目 1 枚で、3

つの不安と対策を(上に不安、下に対策というセット)であげる。 

� これはみんなで話し合うきっかけ作りの練習。みなさんが不安に思う事のうち、「⾃分達

だけで解決できないので、地域のみんなで協⼒した⽅がよりいい」と思われる対応につい

て 3つあげて、より具体的にこうするといいだろうというところまでまとめる。 

� 最後に 3項目出したら、シールを持って各テーブルを周って、いいと思ったところにシー

ルを貼っていく。⼀番良かった案にはたくさんシールがついているので、みんなで出し合

った知恵を共有したい。 



   

 平成 28年度 ⾼梁川流域地域づくり連携推進事業 報告書  11 | 一般社団法人チカク 

 

発表、質疑応答    15:00〜15:30 
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まとめ    

防災の話をすると最初につらい話ばかりで「課題」から議論に⼊る場合が多い。不安なこと、で

きていないこと、不備があることなどを挙げていっても、さまざまな⽴場や環境があり解決に結び

つかず、結果として不安や消化しきれない思いだけが残ってしまう。そうではなくて、「どういう

きっかけで何を決めていったらいいか」という時の一つのやり方として、今回のお話と、それに続

くワークショップで考えた道筋はとても参考になった。 

また、防災、子育て支援というとそれぞれ限られた層の(年代・性別)の⼈だけが集まって議論し

がちだが、今回のようにさまざまな属性の⼈たちが未来に向かって議論を重ねたこと、「やりたい、

残したい未来」があって「そのために考える」としていった考え方の道筋が若い⼈や中高生をも巻

き込みやすいという磯打先生のご指摘に、共感し必要性を強く感じた。防災を⾏政区で考えるので

はなく、これまで連携の薄かった流域圏の防災・減災を糸⼝に、⽇中、家にいる乳幼児と⺟親、⽼

人をつなぐネットワークの構築について、検討をすすめたい。  （文責：赤木、野山） 
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グループワーク   2017/3/6 14:10-15:20 
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参加者アンケート   ※午後までの参加者 



   

 平成 28年度 ⾼梁川流域地域づくり連携推進事業 報告書  16 | 一般社団法人チカク 

 
 

親子アンケート    2017/3/6 11:00-12:00 

 

取材｜FM おかやま「フレッシュモーニング岡山」  2017/3/2（赤木）、3/16（磯打准教授） 
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こどもに伝える防災教育 
2016年10月26日(水)13:30〜16:30 ＠ くらしき健康福祉プラザ 

 
 

取材 山陽新聞、倉敷ケーブルテレビ  
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こどもに伝える防災教育 アンケート 2016/10/26 
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社会課題の解決を考えるワークショップ 
2016年8月4日(木)13:00〜16:30 ＠ 倉敷市役所低層棟207会議室 
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園児向け 防災体験プログラム 
2016年8月4日(木)10:00〜11:30 ＠ 遍照保育園 
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小学生向け 防災体験プログラム 
 2017年3月28日(火)10:00〜11:30 ＠ きよね放課後児童クラブ・ランドセル 

 

放課後児童クラブでの防災体験プログラムです。 

最後に今日、感じたこと学んだことを話し合ってグループごとに発表してもらいました。 

「おはしもー地震の時、守らないといけないこと」「卵を踏むのが楽しかった」「もしも地

震があったらどうすればいいのかわかった」「避難袋の中にいろいろなものが入っていた」

「⾳を出して助けを呼ぶやり⽅、頭を守るやり⽅がわかった」「卵を踏むと痛かった」。 

帰るときに、⼀⼈ずつ三⼈の⼥の⼦が、「貴重な体験をありがとうございました」とわざわ

ざ講師の三村先生のところにいいに来てくれたそうです✨✨✨✨ ステキです。 
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園児向け 防災体験プログラム 
2017年3月30日(木)10:00〜11:30 ＠ 牛窓ルンビニ保育園 

 

   

  

 

海のそばの保育園での防災体験プログラムです。日ごろの訓練の賜物か、みんなハキハキお返事してい

て感心しました。この日は、新しい二人のメンバーの先生デビューの日。「そなえる」絵本を読んでいる

ときの、みんなの瞳がキラキラしていてとても素敵だったそうです。災害直後、みんながせわしなく余

裕のないときこそ、「ありがとう」というお礼のことばが⼤切。園の先生からそんなことも学びました。 

== 

防災体験プログラム｜牛窓ルンビニ保育園 

年⻑ 16 人 年中 27 人 年少 17 人 職員 12 人 

2017/3/30 10:00~11:30 


